
対 象

定 員

受 講 料 選 択 受 講

すべて受講
（ 全 3 回 ）

日 時
会 場

・職場リーダーとして業務改善に取り組む方
・現状に問題意識を持ち、職場環境を良化したい方
※特に「製造・生産現場」のご担当者に最適なプログラムです

定員になり次第締切らせていただきます。
お申し込み状況によっては、開催を見送ることがあります。

会員

1 名様
税 込 料 金

一  般

Ｈ24年  1月19日（木）
  2月16日（木）

    3月   8日（木）

　　　　　時間：13:00 ～17:00
各回共通

5,000円各

各 36名

( (

12,000円

    15,000円各

42,000円

会場：OKB Harmony Plaza 名駅

Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

（名古屋市中村区名駅４-６-17名古屋ビルデイング10階）

FAX

0584（74）2688
必要事項をご記入のうえ、FAXにてお送りください

受講申込書

　私たちが働く職場や製造現場には、改善可能なムダやロスが点在して
います。多くの方はこれに気付きながらも、「どのように取り組めばよい
のかわからない」「本当に効果が出るのかが疑問だ」といった理由で、業
務改善の機会から目をそらしていませんか。
　本セミナーでは、業務改善に取り組むことが職場の活性化と企業業績
の向上にいかに寄与するかを学んでいただき、各々の職場で実践するた
めの基本スキルを習得していただきます。製造・生産現場の方々に特に
お勧めのプログラムです。

2012

株式会社 共立総合研究所 共立ビジネスクラブ事務局  
 ［担当］久保田・田中

平日（祝日を除く）
9:00～17:000120-39-55050120-39-5505 0584-74-26880584-74-2688FAX

お 申 込 み
お問合わせ

＜日時・会場＞

13:00～17:00

職場の現状を見直すための  5S の基本実践セミナー
～「儲ける 5S」の正しい職場展開を考え習得する～

トヨタ生産方式に学ぶ  生産システムの基本セミナー
～TPS（トヨタ生産方式）を学び、生産現場に活かす～

自社の製造現場を見直す   製造現場のムダ・ロス排除セミナー
～利益確保のために、どのような関わりができるか～

1
 19（木）

2
 16（木）

3
 8（木）

日　程 時　間・会　場 テーマ

選択受講

1.（名称）株式会社共立総合研究所（連絡先）TEL／ 0584-74-2193　2.ご記入いただきました個人情報は、株式会社共立総合研究所の「個人情報保護方針」
（http://www.okb-kri.jp/policy.html）および「個人情報の取り扱いについて」（http://www.okb-kri.jp/public.html）に従い適切に取り扱います。　3.（個人
情報の利用目的）セミナーに関する申込の受付とその業務の運営管理のために利用いたします。　4.お客様が本申込みに必要な記載事項の記載を希望し
ない場合、および本重要事項の内容の全部、または一部を承諾していただけない場合、本申込をお断りすることがあります。

〈参加費のお支払い方法〉　

【共立ビジネスクラブ会員様】会費の引落し口座にご請求させていただきます。

　※ お振込みをご希望の会員様のみ右欄に　 をお付け願います。後日、振込用紙を送付します。

【一般の方】お振込みのみとなります。後日、振込用紙を送付します。振込手数料はご負担願います。

■申込責任者名

■個人情報の取扱に関する重要事項

＜お申込内容＞

□会員 No. □一般

貴社名

ご住所

ＴＥＬ お取引店

参加希望日に
□をお付けください

参加者
・

希望日

支　店
出張所

（　　　　）

〒　　－

私（申込責任者）は下記【個人情報
の取扱に関する重要事項】 を私と
各参加者が確認し、 承諾したうえ
で申し込みます。

なお受講券は、申込責任者様宛に
ご送付いたします。

お名前 役職※1
（在職年数）

（　　　　　年）

（　　　　　年）

（　　　　　年）

年齢※1 すべて受講 1／19（木）2／16（木） 3／8（木）

歳

歳

歳

※1 参加者属性に合わせたセミナーの内容とするために利用いたします。可能な範囲でご記入ください。 

OKB Harmony Plaza名駅
（名古屋市中村区名駅4-6-17
　 名古屋ビルデイング10階）

□パスポート会員

職場を活性化する、
業務改善スキルアップ講座

～職場の現状を見直し、儲ける仕組みを構築する～



テーマ

テーマ

テーマ

お申込み手続き
「受講申込書」に必要事項をご記入のうえ、FAX にてお申込みください。

開催日 1 週間前を目途に受講券をお送りいたします。

1【1Ｓ：整理】5Ｓの基本
【2Ｓ：整頓】
整理のあとで残ったものは何か

【3Ｓ：清掃】
清掃は誰のためか

【4Ｓ：清潔】いよいよ儲ける

【5Ｓ：しつけ】
いよいよ面白さの仕上げ

人を活かす 5Ｓ、
儲ける 5Ｓの事例

2

3
6

4

5
1企業環境の変化と、経営からの改善必然性について

製造現場のムダ・ロス定義

ムダ・ロスの分析、定量化手法の解説

グループワーク

研修のまとめ

2

3

4

5

1TPS（トヨタ生産方式）の考え方～トヨタが追い求めている「価値」とは何か～

原価の考え方
～徹底的に「利益」を追求するための原価管理とは～

「ジャストインタイム」、「かんばん」、「標準作業」を学ぶ

Profile講師

東北大学工学部を卒業後、 豊田工機（株）（現（株）ジェイテクト）に入社。生産技術、

生産管理、購買調達、原価企画部門に従事。その経験をもとに、コンサルタントへ転

身する。「人」を変える、 「意識 ・行動」を変える経営改革を中心に、 あふれる熱意で

指導し、成果を約束できるコンサルタントとして、高い評価を得ている。

アプロ経営コンサルティング    マネジメント・コンサルタント 氏

2

3

1
19
（木）

業務を効率的に遂行するためには、「職場に潜むムダを見つけ、整理し、残った必要なものを
如何に活用していくか」という、5Sの考え方を職場に浸透させなくてはいけません。本セミナー
では、組織人として 5Ｓに取り組むことで得られる「面白さ」、活動を「儲け」に結びつける
ための考え方、職場展開のポイントについてわかりやすく解説します。

2 16
（木）

業種を問わず脚光を浴び続けるトヨタ生産方式について、その理念と手法を学んでいただき、
自社に展開するときの重要ポイントを解説します。また、そのためには「原価の考え方」が重
要であり、利益を追求するための原価管理についても理解を深めることができるカリキュラム
をご提供いたします。

38
（木）

製造現場における「ムダ」、「ロス」を徹底的に排除するためには、分析から原因追求、そして
問題解決までの流れを理解して、順を追って考えることが必要です。また、効果的に実施する
ために、これらが製造ラインの利益確保に対して大きな影響力を持っていることを理解いただ
くことが必要です。さらには「やらされ感」をもって取り組んでいては効果は期待できません。
そこで、本セミナーでは、具体的施策とともに職場において自主自律成長を促すリーダーとし
て活躍いただくための考え方・姿勢を学んでいただきます。

 職場を活性化する、業務改善スキルアップ講座

ⅢⅢⅠⅠ

ⅡⅡ

開催日以降の約定日に、会費の引落口座より引落しいたします。
「すべて受講」を希望された場合、1回目の開催日以降の約定日に、まとめて引落し
いたします。
［銀行振込みの場合］
後日、振込依頼書をお送りいたしますので、開催日の前日までにお振込みくださ
い。なお、振込手数料はご負担願います。
※一般の方は銀行振込となります。

受講料のお支払い
キャンセルの場合は、開催日の前営業日までにご連絡く
ださい。ご連絡のない場合は、受講料は頂戴いたします
のでご了承ください。
「すべて受講」の場合は、1回目の開催前のみキャンセル
が可能となります。2 回目以降の講座をご欠席された場
合のご返金はいたしかねます。

キャンセルの受付

0120-39-55050120-39-5505＜連絡先＞
平日（祝日を除く）9:00～17:00

職場の現状を見直すための　5S の基本実践セミナー
～｢儲ける 5S」の正しい職場展開を考え習得する～

トヨタ生産方式に学ぶ　生産システムの基本セミナー
～ＴＰＳ（トヨタ生産方式）を学び、生産現場に活かす～

自社の製造現場を見直す  製造現場のムダ・ロス排除セミナー
～利益確保のために、どのような関わりができるか～

（1）後から捨てたり、活用するのではなく、
　　事前に、前もって考える組織人へ
（2）時とともに活動は過去の遺物になる。
　　何を残し、何を捨て去るか
（3）自ら無駄な活動を事前にチェックすることで
　　活動が成長する

（1）大人をしつけるとはどういうことか
（2）人を活かす活動が面白い

要・不要を見極める、捨てきる、ムダを見つける基本

（1）必要なものはどのように活用すべきか
（2）儲けるための「必要数」

（1）ここが見せ場　清掃と同時に更なる 1Ｓの整理を展開
（2）トップダウンの面白さ

（1）原因追求手法の実践
（2）あるべき姿からムダ・ロスを定量化する
（3）問題解決のアイデア形成
（4）改善実行計画の策定

（1）リーダーの役割が更に大切な時代へ
（2）リーダーは「思い」と「行動」で成長する

（1）ムダ・ロスは見えにくいが故に、排除に「痛み」が伴う
（2）仲間と「痛み」を共有することで、目標を共有する

（1）言い訳で逃れられない活動環境をどのように創るか
（2）現実を正しく知るための、正しい “道具 ” の使い方
（3）工程分析・運搬分析・可動分析
（4）工程バランス分析

（1）研修の狙いと進め方
（2）TPS（トヨタ生産方式）の概要
（3）TPS 改善の特徴
（4）TPS と一般的な生産方式
（5）TPS の２本柱

（1）利益と原価の関係
（2）原価低減のための具体的施策

（1）「ジャストインタイム」と自働化
（2）「かんばん」は何のために行うのか
（3）品質の良いものを安全に安く提供するための「標準作業」

　　寺山  廣得  　　　　寺山  廣得  　　


